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〈 ２０２５年３月２９日開催　図書室のつどい 参加者の感想 〉

鳥居 正彦

　

あ
な
た
は
、
映
画
を
観
る
時
、
何
に

注
目
し
て
観
て
い
ま
す
か
？　

俳
優
？

ス
ト
ー
リ
ー
？　

音
楽
？

　

月
永
理
絵
さ
ん
は
年
間
４
０
０
か
ら

５
０
０
本
の
映
画
を
観
る
映
画
ラ
イ
タ

ー
。
表
題
作
に
は
新
旧
国
内
外
の
作
品

２
０
０
本
が
登
場
す
る
が
、
そ
の
１
本

１
本
の
コ
ラ
ム
に
月
永
さ
ん
の
映
画
愛

が
あ
ふ
れ
て
い
る
（
ち
な
み
に
『
酔
わ

せ
る
』
と
は
う
っ
と
り
と
魅
せ
ら
れ
る

こ
と
だ
と
い
う
）
。

　

月
永
さ
ん
は
、
自
分
の
記
憶
か
ら

消
え
て
な
く
な
ら
な
い
映
画
の
欠
片

（
ア
イ
テ
ム
）
か
ら
映
画
を
丁
寧
に
読

み
解
き
、
そ
こ
か
ら
自
分
だ
け
の
も
う

ひ
と
つ
の
映
画
（
物
語
）
を
つ
く
り
だ

し
て
い
く
。
今
回
の
講
座
で
は
、
世
界

各
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
映
画
に
つ
い
て
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上
映
も
は
さ
み
な
が
ら
、
次

の
３
つ
の
テ
ー
マ
か
ら
読
み
解
い
て
い

た
だ
い
た
。

１ 

映
画
に
登
場
す
る

　
　
　
　

さ
ま
ざ
ま
な
「
酒
」
。

　

お
酒
を
飲
む
動
作
（
リ
ズ
ム
）
、
仲

間
で
交
わ
す
会
話
、
お
酒
を
つ
ぐ
音
、

お
酒
の
色
に
も
注
目
。
そ
の
上
で
、
い

ろ
い
ろ
な
種
類
の
お
酒
が
も
た
ら
す
イ

メ
ー
ジ
を
、
映
画
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
に
、

具
体
的
に
紹
介
さ
れ
た
。
西
部
劇
の
（
の

ど
を
潤
す
）
ビ
ー
ル
と
（
酔
っ
ぱ
ら
い

た
い
）
ウ
イ
ス
キ
ー
。
ギ
ャ
ン
グ
映
画

の
（
大
事
な
話
を
す
る
時
の
）
ウ
イ
ス

キ
ー
、
ブ
ラ
ン
デ
ー
。
サ
ス
ペ
ン
ス
・

ミ
ス
テ
リ
ー
の
（
血
の
色
を
イ
メ
ー
ジ

さ
せ
る
）
赤
ワ
イ
ン
な
ど
。
任
侠
映
画

で
は
義
理
と
人
情
を
か
き
た
て
る
日
本

酒
が
主
役
だ
が
、
実
録
路
線
（
『
仁
義

な
き
戦
い
』
）
が
主
流
に
な
る
と
、
ビ

ー
ル
、
ウ
イ
ス
キ
ー
が
増
え
て
い
く
。

そ
れ
は
旧
来
の
義
理
と
人
情
が
失
わ
れ

て
い
く
時
代
の
変
化
を
表
し
て
い
る
の

だ
。
『
リ
オ
・
ブ
ラ
ボ
ー
』
で
は
、
西

部
劇
に
お
け
る
ビ
ー
ル
の
も
つ
い
ろ
い

ろ
な
イ
メ
ー
ジ
を
観
る
こ
と
が
で
き

た
。
ま
た
、
『
お
茶
漬
け
の
味
』
で
は
、

女
た
ち
が
自
由
に
酒
を
酌
み
交
わ
す
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
時
代
背
景
の
下
、

女
性
と
酒
の
関
係
が
描
か
れ
て
い
た
。

２ 

「
り
ん
ご
」
を
テ
ー
マ
に

　
　
　
　
　

映
画
を
読
み
解
く
。

　

月
永
さ
ん
は
青
森
県
出
身
で
、
り
ん

ご
が
登
場
す
る
映
画
に
対
し
て
愛
着
が

深
い
。
り
ん
ご
は
「
禁
断
の
果
実
」
の

イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、
古
く
か
ら
象
徴

的
に
扱
わ
れ
て
き
た
。
誘
惑
の
ア
イ
テ

ム
と
し
て
多
く
の
恋
愛
映
画
に
登
場
す

る
一
方
で
、
そ
の
色
彩
、
形
状
、
咀
嚼

音
に
注
目
す
る
と
「
悪
」
と
の
関
係
性

も
見
え
て
く
る
。
子
ど
も
と
り
ん
ご
の

関
係
も
重
要
だ
。
『
ミ
ツ
バ
チ
の
さ
さ

つ き な が

月永理絵 著

   『酔わせる映画』
～お酒と食から映画を読み解く～
　　　　　　　　　　　　　に参加して

や
き
』
の
ア
ナ
の
純
真
無
垢
な
イ
メ
ー

ジ
が
印
象
深
い
。
り
ん
ご
が
表
象
す
る

イ
メ
ー
ジ
は
、
意
味
が
深
く
、
豊
か
な

世
界
だ
。

３ 

映
画
の
中
の
「
食
」
は

　
　

ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
き
た
か
。

　

誰
が
ど
こ
で
何
を
ど
の
よ
う
に
食
べ

る
か
。
家
族
で
囲
む
食
卓
を
映
す
場
合

も
、
配
置
や
食
べ
る
も
の
に
よ
っ
て
見

え
方
が
全
く
変
わ
る
と
い
う
。
食
べ
る

際
の
仕
草
、
会
話
、
食
事
の
形
状
な
ど

に
よ
っ
て
、
そ
の
関
係
性
が
見
え
て
く

る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
（
『
家
族
ゲ
ー

ム
』
で
は
、
家
族
が
横
一
列
に
並
ん
で

食
べ
る
食
卓
の
風
景
が
不
穏
な
空
気
を

見
事
に
描
い
て
い
た
）
。
『
岸
辺
の
旅
』

で
は
、
生
と
死
の
境
界
線
を
漂
い
つ
づ

け
る
夫
と
妻
を
結
び
つ
け
る
味
が
白
玉

団
子
で
表
さ
れ
て
い
る
。
夫
に
対
す
る

妻
の
愛
情
が
心
に
沁
み
る
シ
ー
ン
だ
。

　　

今
回
、
月
永
さ
ん
の
お
話
を
伺
い
、

映
画
の
楽
し
み
方
の
新
た
な
ヒ
ン
ト
を

い
た
だ
い
た
。
映
画
を
１
つ
の
ア
イ
テ

ム
に
注
目
し
て
観
る
こ
と
で
、
自
由
に

イ
メ
ー
ジ
が
膨
ら
み
、
作
品
に
潜
む
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
見
え
て
く
る
…
…
。
こ
れ

か
ら
も
、
い
ち
映
画
フ
ァ
ン
と
し
て
、

「
酔
わ
せ
る
」
映
画
に
出
会
え
る
こ
と

を
願
っ
て
い
る
。  

 
 
 

（
春
陽
堂
書
店
）
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城
内 

亜
紀
子

日
常
を
記
憶
す
る
こ
と

　
　
　

 　

—
乗
代
雄
介 

著

『
旅
す
る
練
習
』
を
読
ん
で

ブ

ッ

ク

ク

ラ

ブ

か

ら

　

緊
急
事
態
宣
言
発
令
前
の
２
０
２
０
年
３
月

の
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
覚
え
て
い
る
だ
ろ
う

か
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
防

ぐ
た
め
休
校
と
な
っ
た
小
六
の
亜
美
と
、
小
説

家
で
そ
の
叔
父
の
「
私
」
が
、
我
孫
子
か
ら
鹿

島
ま
で
を
徒
歩
で
旅
す
る
物
語
。
道
中
、
亜
美

は
大
好
き
な
サ
ッ
カ
ー
を
、
「
私
」
は
風
景
の

書
写
を
練
習
す
る
。

　

私
の
疑
問
の
１
つ
は
、
「
練
習
す
る
旅
」
が

な
ぜ
『
旅
す
る
練
習
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
な
っ

た
か
で
あ
っ
た
。
本
書
は
地
の
文
に
３
月
９
日

か
ら
14
日
ま
で
の
主
と
し
て
「
私
」
の
手
記
が

引
用
さ
れ
る
形
で
構
成
さ
れ
、
さ
な
が
ら
旅
の

実
況
で
あ
る
。
し
か
し
所
々
に
出
現
す
る
過
去

形
や
「
紙
碑
」
な
ど
の
語
に
違
和
感
を
覚
え
つ

つ
迎
え
た
唐
突
な
ラ
ス
ト
で
、
読
み
違
え
て
い

た
こ
と
に
気
づ
い
た
。
そ
れ
を
確
か
め
る
た
め

始
め
か
ら
読
み
直
す
と
一
転
、
旅
の
約
２
ヶ
月

後
、
自
身
の
手
記
と
姪
の
日
記
を
も
と
に
同
じ

行
程
を
た
ど
り
直
し
た
、
「
私
」
の
二
度
目
の

旅
の
記
録
で
あ
り
再
編
集
さ
れ
た
手
記
で
あ
る

一
面
が
見
え
て
き
た
。
こ
の
点
を
講
義
で
は
、

大
野
先
生
が
、
文
中
の
「
今
」
が
指
す
時
間
に

着
目
し
て
解
説
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
再
読
が
奇

し
く
も
「
私
」
の
二
度
の
旅
と
重
な
り
、
こ
の

小
説
の
深
さ
が
増
し
た
。

　

文
中
に
は
こ
の
地
に
縁
の
あ
る
柳
田
國
男
の

言
葉
が
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
。
「
人
は
歴
史

歴
史
と
し
き
り
に
書
い
た
も
の
ば
か
り
捜
し
ま

わ
る
が
、
そ
れ
は
た
い
て
い
ず
っ
と
後
に
で
き

た
も
の
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
記
録
に
は
た
っ

た
こ
れ
く
ら
い
の
事
で
も
、
そ
の
昔
の
常
人
の

感
覚
を
、
書
い
て
残
し
て
い
る
も
の
は
な
い
の

で
あ
る
」
。
『
旅
す
る
練
習
』
の
初
出
は
文
芸
誌

「
群
像
」
２
０
２
０
年
12
月
号
で
、
コ
ロ
ナ
禍

の
進
行
と
ほ
ぼ
同
期
し
て
書
か
れ
た
。
行
事
の

自
粛
が
始
ま
り
、
し
か
し
ま
だ
比
較
的
に
楽
観

的
で
、
世
界
が
一
変
す
る
画
期
と
な
る
な
ど
予

想
も
し
て
い
な
か
っ
た
頃
、
普
通
の
人
々
は
、

卒
業
式
や
小
学
生
最
後
の
試
合
が
中
止
と
な
っ

て
つ
ま
ら
な
い
な
が
ら
も
休
校
を
喜
び
、
物
語

の
中
で
亜
美
は
旅
で
向
上
し
た
テ
ク
ニ
ッ
ク
に

自
信
を
強
め
て
サ
ッ
カ
ー
選
手
へ
の
夢
を
膨
ら

ま
せ
た
。
ま
た
、
旅
先
で
出
会
う
「
み
ど
り
」

と
い
う
若
い
女
性
は
、
入
社
式
も
研
修
も
未
定

に
な
り
将
来
を
悲
観
し
た
が
、
内
定
辞
退
に
応

じ
憧
れ
の
地
で
新
た
に
仕
事
を
探
す
こ
と
を
決

意
し
た
。
結
局
サ
ッ
カ
ー
選
手
に
は
な
れ
な

か
っ
た
し
、
就
職
先
が
見
つ
か
っ
た
か
定
か
で

な
い
が
、
希
望
を
抱
き
実
現
を
祈
っ
た
人
や
時

間
が
存
在
し
た
。

　

白
樺
派
の
人
々
が
集
っ
た
手
賀
沼
、
キ
ジ
や

カ
ワ
ウ
な
ど
の
鳥
、
な
ん
じ
ゃ
も
ん
じ
ゃ
の
木
、

馬
頭
観
音
。
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
不
安

や
憶
測
を
煽
る
当
時
の
報
道
と
は
対
照
的
に
、

土
地
土
地
に
悠
然
と
存
在
す
る
い
つ
も
の
光
景

が
鮮
や
か
に
描
写
さ
れ
る
。
そ
こ
に
腰
を
下
ろ

し
、
か
つ
て
同
じ
く
足
を
止
め
た
市
井
の
人
々

に
思
い
を
馳
せ
、
交
わ
し
た
会
話
や
表
情
、
し

ぐ
さ
を
、
そ
の
地
の
新
た
な
記
憶
と
し
て
積
み

重
ね
る
。
こ
の
小
説
は
、
後
の
歴
史
に
は
き
っ

と
残
ら
な
い
、
記
し
た
と
て
そ
の
う
ち
灰
に
な

る
だ
ろ
う
、
そ
れ
ま
で
と
地
続
き
の
日
常
が
、

そ
の
時
そ
こ
に
確
か
に
あ
り
、
空
白
で
も
無
で

も
な
か
っ
た
こ
と
を
一
瞬
で
も
留
め
よ
う
と
す

る
試
み
で
あ
る
。 

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
講
談
社
文
庫
）

▲講座詳細

公民館では、毎年様々な日本文学
作品について共同で読む「くにた
ちブッククラブ」という講座を実
施しています。毎回参加者に感想
を書いていただいています。

次回のブッククラブは９月１１日(木)

 織田作之助『夫婦善哉』
　　（決定版）（新潮文庫）です。

（２）図書室月報 2025 年 (令和 7 年 )８月

じ
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（３） 図書室月報 2025 年 (令和７年 )８月
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障
害
の
あ
る
人
の
親
が
も
の
を
言
う
と
い
う
こ
と 

 

児
玉
真
美
（
生
活
書
院
）
369

今
さ
ら
聞
け
な
い
防
災
の
超
基
本 

永
田
宏
和
監
修
（
朝
日
新
聞
出
版
）
369

当
事
者
主
権 

中
西
正
司
（
岩
波
書
店
）
369

能
登
半
島
記
〈
未
完
〉 

前
口
憲
幸
（
時
事
通
信
出
版
局
）
369

教
員
不
足 

佐
久
間
亜
紀
（
岩
波
書
店
）
374

ル
ポ
学
校
が
つ
ま
ら
な
い 

小
林
美
希
（
岩
波
書
店
）
376

旅
人
の
食 

山
本
志
乃
（
教
育
評
論
社
）
384

〈
自
然
科
学
〉

多
摩
・
武
蔵
野
ス
リ
バ
チ
散
歩 

真
貝
康
之
（
実
業
之
日
本
社
）
454

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
精
神
科
医
の
人
間
図
書
館 

ナ
ジ
ョ
ン
ホ
（
柏
書
房
）
493

ク
マ
は
な
ぜ
人
里
に
出
て
き
た
の
か 

永
幡
嘉
之
（
旬
報
社
）
489

風
呂
と
愛
国 

川
端
美
季
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
）
498

〈
産
業
〉

牛
乳
か
ら
世
界
が
か
わ
る 

小
林
国
之
（
農
山
漁
村
文
化
協
会
）
641

海
と
生
き
る 

唐
澤
和
也
（
集
英
社
）
661

〈
文
学
〉

〈
在
日
〉
と
い
う
根
拠 

竹
田
青
嗣
（
創
元
社
）
910

あ
し
た
死
ぬ
と
し
た
ら 

寺
山
修
司
（
興
陽
館
）
910

ヒ
ロ
シ
マ
遡
上
の
旅 

川
越
厚
（
本
の
泉
社
）
91
か

森
田
繁
子
と
腹
八
分 

河
﨑
秋
子
（
徳
間
書
店
）
91
か

ナ
チ
ュ
ラ
ル
ボ
ー
ン
チ
キ
ン 

金
原
ひ
と
み
（
河
出
書
房
新
社
）
91
か

ひ
ま
わ
り 

新
川
帆
立
（
幻
冬
舎
）
91
し

そ
ん
な
と
き
は
書
店
に
ど
う
ぞ 

瀬
尾
ま
い
こ
（
水
鈴
社
）
91
せ

心
の
傷
と
、
と
も
に
生
き
て
い
く 

羽
馬
千
恵
（
花
伝
社
）
91
は

透
析
を
止
め
た
日 
堀
川
惠
子
（
講
談
社
）
91
ほ

飽
き
る
美
学 

横
尾
忠
則
（
実
業
之
日
本
社
）
91
よ

台
所
で
考
え
た 

若
竹
千
佐
子
（
河
出
書
房
新
社
）
91
わ

光
っ
て
い
ま
せ
ん 

イ
ム
・
ソ
ヌ
（
東
京
創
元
社
）
92
イ

赤
毛
の
ア
ン
論 

松
本
侑
子
（
文
藝
春
秋
）
93
ま

〈
総
記
〉

私
的
な
書
店 

チ
ョ
ン
・
ジ
ヘ
（
葉
々
社
）
024

〈
哲
学　

心
理
学　

宗
教
〉

地
図
と
デ
ー
タ
で
見
る
宗
教
の
世
界
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

 

フ
ラ
ン
ク
・
テ
タ
ー
ル
（
原
書
房
）
160

〈
歴
史
〉

地
図
な
き
山 

角
幡
唯
介
（
新
潮
社
）
291

君
は
な
ぜ
北
極
を
歩
か
な
い
の
か 

荻
田
泰
永
（
産
業
編
集
セ
ン
タ
ー
）
297

〈
社
会
科
学
〉

「
ふ
つ
う
」
の
私
た
ち
が
、
誰
か
の
人
権
を
奪
う
と
き

 

チ
ェ
・
ウ
ン
ス
ク
（
平
凡
社
）
316

イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ 

ト
マ
・
ス
ネ
ガ
ロ
フ
（
か
ん
き
出
版
）
319

反
逆
罪 

将
基
面
貴
巳
（
岩
波
書
店
）
326

日
本
の
家
族
の
す
が
た 

木
戸
功
編
著
（
青
弓
社
）
361

あ
な
た
と
わ
た
し
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク 

竹
端
寛
（
現
代
書
館
）
361

韓
国
、
男
子 

チ
ェ
・
テ
ソ
プ
（
み
す
ず
書
房
）
361

東
京
裏
返
し 

都
心
・
再
開
発
編 

吉
見
俊
哉
（
集
英
社
）
361

Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
日
本
を
超
え
た
！
の
ん
び
り
稼
ぐ
ド
イ
ツ
人
の
幸
せ
な
働
き
方 

 

 

熊
谷
徹
（
ぱ
る
出
版
）
366

ル
ポ
子
ど
も
へ
の
性
暴
力 

朝
日
新
聞
取
材
班
（
朝
日
新
聞
出
版
）
367
あ

苦
情
は
い
つ
も
聴
か
れ
な
い 

サ
ラ
・
ア
ー
メ
ッ
ド
（
筑
摩
書
房
）
367
ア

老
い
を
読
む
老
い
を
書
く 

酒
井
順
子
（
講
談
社
）
367
さ

母
親
に
な
っ
て
後
悔
し
て
る
、
と
い
え
た
な
ら

 

髙
橋
歩
唯
（
新
潮
社
）
367
た

あ
の
世
で
も
仲
良
う
暮
ら
そ
う
や 

信
友
直
子
（
文
藝
春
秋
）
367
の

「
ふ
つ
う
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
」
像
に
抗
し
て 

森
山
至
貴
（
青
土
社
）
367
も

性
暴
力
の
加
害
者
と
な
っ
た
君
よ
、
す
ぐ
に
許
さ
れ
る
と
思
う
な
か
れ 

 

 

斉
藤
章
佳
（
ブ
ッ
ク
マ
ン
社
）
368

詳細は公民館だより
７、８月号をご覧ください。

＊検証　ナチスは「良いこと」もしたのか？ …………………………………………小野寺拓也、田野大輔（岩波書店）

＊父と暮せば ………………………………………………………………………………… 井上ひさし（新潮社）

＊私たちと戦後責任  日本の歴史認識を問う …………………………………………… 宇田川幸大（岩波書店） 

＊歴史的に考えること　過去と対話し、未来をつくる ………………………………… 宇田川幸大（岩波書店） 

＊多摩の戦争遺跡 …………………………………………………………… 増田康雄写真・文（新日本出版社） 

いまこそ、考えたい戦争と平和
シリーズ〈戦後 80 年〉

講座参考図書

８月８日（金）夜 7 時～ 9 時 …………………………………………… ナチス・ドイツ—歴史学からの検証

８月９日（土）昼１時半～４時半 ………………………… 台湾生まれの日本人「湾生 (わんせい )」の軌跡

８月 16 日（土）朝10時～12 時 …… 国立市ゆかりの画家 平松輝子・二紀和太留が込めた平和への想い

８月２４日（日）昼２時～ ………………………………………CINEVOX　公民館映画会『父と暮せば』　

９月13日、27日、10月11日すべて（土）朝10 時～12 時 ……くにたち・多摩地域の戦争（全 3 回）　



　　

８
月
、
夏
も
本
番
を
迎
え
ま
し
た
。
涼
を
と
り
な
が
ら

過
ご
す
に
は
読
書
は
最
適
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
夏
、

海
外
文
学
に
触
れ
て
み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
お

隣
の
国
、
韓
国
文
学
に
関
す
る
本
を
紹
介
し
ま
す
。

　

斎
藤
真
理
子
さ
ん
の
『
韓
国
文
学
の
中
心
に
あ
る
も

の
』
で
す
。
韓
国
の
作
家
ハ
ン
・
ガ
ン
さ
ん
の
ノ
ー
ベ
ル

文
学
賞
受
賞
は
記
憶
に
新
し
い
か
と
思
い
ま
す
。
彼
女

の
作
品
も
数
多
く
翻
訳
し
、
日
本
で
韓
国
文
学
を
広
め
た

立
役
者
と
も
言
わ
れ
る
斎
藤
さ
ん
。
本
書
で
は
『
82
年
生

ま
れ
、
キ
ム
・
ジ
ヨ
ン
』
を
起
点
に
セ
ウ
ォ
ル
号
沈
没
事

故
な
ど
の
韓
国
の
現
代
か
ら
朝
鮮
戦
争
や
済
州
島
四
・

三
事
件
と
い
っ
た
近
代
史
を
文
学
と
絡
め
て
読
み
解
き
ま

す
。

　

韓
国
文
学
が
「
な
ぜ
こ
ん
な
に
も
面
白
く
、
パ
ワ
フ
ル

で
魅
力
的
な
の
か
。
そ
の
謎
を
解
く
キ
ー
は
「
戦
争
」
に

あ
る
。
」
と
著
者
。
２
０
１
０
年
代
後
半
か
ら
植
民
地
支

配
が
終
わ
る
１
９
４
５
年
へ
遡
る
構
成
に
よ
り
、
各
時
代

を
描
い
た
文
学
作
品
を
そ
の
時
代
の
歴
史
と
と
も
に
解
説

し
ま
す
。
巻
末
に
は
韓
国
と
日
本
そ
れ
ぞ
れ
の
「
近
現
代

史
・
関
連
年
表
」
と
取
り
上
げ
た
文
学
作
品
・
参
考
文
献

リ
ス
ト
も
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
気
に
な
る
点
を
よ
り
深
く

知
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
韓
国
文
学
を
通
じ
「
似
て
い
て
、

違
う
」
と
言
わ
れ
る
隣
国
を
知
る
充
実
の
一
冊
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
ち
ら
の
本
か
ら
影
響
を
受
け
、
今
年
１
月
に
新
し
い

書
籍
が
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
赤
松
美
和
子
さ
ん
の
『
台
湾

文
学
の
中
心
に
あ
る
も
の
』
で
す
。
赤
松
さ
ん
は
「
斎
藤
真

理
子
『
韓
国
文
学
の
中
心
に
あ
る
も
の
』
が
外
国
文
学
研

究
者
に
、
自
身
の
研
究
対
象
の
文
学
の
中
心
に
あ
る
も
の

が
何
か
と
い
う
問
い
を
突
き
付
け
た
」
と
言
い
ま
す
。
本
書

で
は
政
治
、
そ
し
て
多
様
性
が
そ
の
答
え
で
あ
る
と
し
、

台
湾
で
は
文
学
が
現
実
に
人
と
社
会
を
動
か
し
続
け
て
い

る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
同
性
婚
法
制
化
や
女
性

国
会
議
員
が
40
％
以
上
を
占
め
る
国
と
し
て
知
ら
れ
る
台

湾
も
日
本
同
様
に
人
々
が
政
治
に
翻
弄
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
文
学
が
示
し
ま
す
。
同
時
に
人
々
が
格
闘
し
、
社
会
に

介
入
し
て
い
っ
た
結
果
が
今
日
に
至
る
と
の
認
識
も
深
め

ら
れ
、こ
ち
ら
も
隣
国
の
姿
に
触
れ
る
の
に
有
益
な
一
冊

で
す
。

　

斎
藤
さ
ん
は
「
海
外
文
学
に
は
、
そ
れ
が
書
か
れ
た
地

域
の
人
々
の
思
い
の
蓄
積
が
表
れ
て
い
る
。
隣
国
で
も
あ

る
韓
国
の
文
学
は
日
本
に
生
き
る
私
た
ち
を
最
も
近
く
か

ら
励
ま
し
、
ま
た
省
み
さ
せ
て
く
れ
る
存
在
だ
。
韓
国
文

学
を
１
つ
の
有
用
な
視
点
と
し
て
、
自
分
の
生
き
て
い
る

世
界
を
俯
瞰
し
、
社
会
や
歴
史
に
つ
い
て
考
え
る
助
け
に

し
て
も
ら
え
た
ら
あ
り
が
た
い
。
」
と
も
述
べ
て
い
ま
す
。

　

海
外
文
学
を
通
じ
て
、
自
分
の
置
か
れ
た
環
境
に
思
い

を
巡
ら
せ
る
。
こ
れ
も
ま
た
読
書
の
一
興
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

・『
韓
国
文
学
の
中
心
に
あ
る
も
の
』（
イ
ー
ス
ト
・
プ
レ
ス
）

・『
台
湾
文
学
の
中
心
に
あ
る
も
の
』（
イ
ー
ス
ト
・
プ
レ
ス
）

　

「
家
事
」
で
孤
独
や
モ
ヤ
モ
ヤ
を
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

『
対
岸
の
家
事
』
は
、
専
業
主
婦
の
主
人
公
が
、
ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
や

育
休
パ
パ
等
、
自
分
と
は
異
な
る
考
え
方
を
持
つ
「
対
岸
に
い
る
人
達
」

と
の
交
流
を
通
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
家
事
と
い
う
「
終
わ
り
な
き
仕
事
」
に

奮
闘
す
る
姿
を
描
い
た
物
語
。
２
０
２
５
年
４
月
に
ド
ラ
マ
化
さ
れ
、
多

く
の
人
の
共
感
を
呼
ん
だ
作
品
で
す
。
作
者
の
朱
野
さ
ん
は
、
徹
底
し
た

取
材
か
ら
「
働
く
と
は
何
か
」
を
描
く
「
労
働
小
説
」
の
書
き
手
。
朱
野

さ
ん
の
後
輩
が
、
「
家
事
は
仕
事
じ
ゃ
な
い
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
こ
の
作
品
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

家
事
は
、
誰
に
で
も
で
き
る
簡
単
な
仕
事
な
の
で
し
ょ
う
か
？　

今
回

の
つ
ど
い
で
、
朱
野
さ
ん
に
作
品
へ
込
め
た
想
い
等
を
伺
い
な
が
ら
、
生

き
て
い
く
以
上
誰
か
が
や
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
「
家
事
」
に
つ
い
て
改

め
て
考
え
て
共
有
し
合
う
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
日
々
が
少
し
だ
け
前
向

き
に
な
る
は
ず
！

〈
朱
野
さ
ん
の
本
〉　

表
題
作
（
講
談
社
文
庫
）
、
『
わ
た
し
、
定
時
で
帰
り

ま
す
。
』
（
新
潮
文
庫
）
、
『
海
に
降
る
』
（
幻
冬
舎
文
庫
）
ほ
か

お
話  

朱
野 

帰
子 

（
小
説
家
）

〈
私
の
本
棚
か
ら　

第
５
回
〉

あ
け
の　

 

か
え
る
こ

と　

き 

９
月
７
日
（
日
）　

朝
10
時
～
12
時

と
こ
ろ 

公
民
館　

地
下
ホ
ー
ル

定　

員 

70
名
（
申
込
先
着
順
）

申
込
先 

８
月
14
日
（
木
） 

朝
９
時
～

 

電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
申
込

  

公
民
館　

☎
０
４
２(

５
７
２)

５
１
４
１

図
書
室
の
つ
ど
い

斎
藤
真
理
子 

著

  

『
韓
国
文
学
の

            

中
心
に
あ
る
も
の
』

『
対
岸
の
家
事
』

田
久
保 

薫
子

（４）図書室月報 2025 年 (令和 7 年 )８月
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